
  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「アイ･エー 経営者通信 」送付のご案内             
新秋の候、貴社ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のお引⽴て

を賜り厚くお礼申し上げます。今月も「アイ・エー経営者通信」をお届けします。 

「お客様へ」 〜 ○× カードより 

いつも当社のクレジットカードをご利⽤頂きまして、誠にありがとうございます。 
最近、他⼈のクレジットカードを利⽤して、不正にショッピングを⾏う悪質な犯罪が
増加しています。そのような不正利⽤への対策として、当社では⼀定期間ごとに暗証
番号の変更をお願いしています。以下の URL から弊社のホームページに接続して頂
き、お名前、クレジットカード番号、暗証番号をご登録ください。 

http://www.××××.com/henkou/  
なお、このメールをお受け取り頂いてから 1 ヶ月以内にご登録頂かなければ、お持ち
のクレジットカードがご利⽤できなくなるため、ご注意ください。 

こんなもんでは済まない︕︖ 

この電子メールを受け取ったのは、いつも日常の買い物や通販でクレジットカードを
利⽤しているＯさん。Ｏさんはこの電子メールを受け取り、早速メールに記載された
URL をクリックして、表示されたホームページで、自分の名前、クレジットカード番
号、新しい暗証番号を登録しました。そして、1 ヶ月後… 郵送されてきたクレジット
カードの請求書を⾒た O さんは、とてもびっくりしました。そこに記載されていた
のは、自分の想像よりもずっと⼤きな⾦額だったのです。明細を⾒ると、まったく買
い物をした記憶がないお店で、クレジットカードを使⽤したことになっていました。 
最近は請求書も郵送されず、自ら web 上やアプリで確認するのが標準の使⽤になっ
ていると思います。最低でも月に⼀回は確認しないと、上記のケースは気付くまでに
さらに日数が掛かり、最悪の場合支払い義務が生じてしまう可能性があります。 

個⼈での事例 〜 もちろん企業も対象︕ 

登録しているカード会社や⾦融機関などのサイトやアプリへのログイン時、または利
⽤や変更しようとする時には、PIN や SMS 宛に送信されたコードの⼊⼒を要求する
などの対策をしたものが多いかと思います。面倒だとは思いますが、でもこの手順が
無いものは、フィッシングの可能性が高いです。企業でも取引先や⼤手企業の名を騙
る類似の被害が確認されています。フィッシングやエモテットなどの基本的な手口を
知ることで対策できるようになります。必要に応じ情報提供させて頂きますのでお声
掛けください。 では今月もよろしくお願い申し上げます。 

 

 

～トピックス～ 

【訂正】先月の本欄にて、令和 5年度

の静岡県最低賃金は 974円の見通し

と記載しましたが、正しくは 984円でし

た。お詫びして訂正致します。 

先日、２泊３日で東京に行った際

に、SUICAにチャージして、スマートＥ

Ｘも登録して、ｄ払いも駆使してみまし

た。切符を買う必要もなく、財布を出す

必要もなく、お釣りのやり取りもなく、カ

ードの出し入れや暗証番号の入力も

なく…いろんなことがとても楽でした。 

時間に合わせて新幹線の予約を取

り直したり、大変便利に活用できたの

ですが、自販機や駅弁も含め、全行程

で現金を全く使わずに済んだことがち

ょっとした衝撃でした。今さら…かもし

れませんが、そういう時代なのだと体

験してあらためて思いました。 

電波や充電などの外的要因に依存

するリスクはありますが、現金管理と

いう負担を減らせることは大きなメリッ

トです。ただしセキュリティーは永遠の

課題になるでしょう。有効な対策は「携

帯を無くさない」。当たり前ですが、もし

無くしたら思うとゾッとします。 

便利になりすぎるとＰＩＮの入力でさ

えも面倒になります。で、PINって何？

“Personal Identification Number” 暗証

番号とほぼ同義。スマホや PC、クレカ

など、物理的な特定のデバイスへのア

クセス許可という性質が強く、多くは４

桁の数字によって構成…。（浅井） 

料金別納郵便 
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経
営
者
通
信

   

―
あ
な
た
か
ら
の
情
報
と
し
て
経
営
者
に
―

ワンポイント

9 2023（令和5年）

酒類の税率見直し
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9月の税務と労務9月 （長月）SEPTEMBER
18日・敬老の日
23日・秋分の日 国　税／ 8月分源泉所得税の納付 

 9月11日
国　税／ 7月決算法人の確定申告（法

人税・消費税等） 10月2日
国　税／ 1月決算法人の中間申告 

 10月2日

国　税／ 10月、1月、4月決算法人
の消費税等の中間申告（年
3回の場合） 10月2日

　10月から酒類の税率が見直されます。これは類似する酒類間の
税負担の公平性を回復することなどが目的で、令和8年10月まで
段階的に実施されます。今年10月の見直しでは、ビール系飲料（350
㎖）は、ビールが6.65円引き下げられる一方、新ジャンルは9.19円
引き上げられ発泡酒と同額となります。



9 月号─2

戦
略
で
す
。
適
正
な
価
格
か
、
競
合

他
社
の
動
向
も
ふ
ま
え
て
利
益
を
確

保
で
き
る
設
定
か
適
正
価
格
を
見
極

め
ま
す
。
企
業
の
製
造
・
人
件
費
コ

ス
ト
を
乗
せ
た
う
え
で
の
利
益
、
顧

客
ニ
ー
ズ
、
競
合
環
境
、
市
場
の
需

要
と
供
給
な
ど
の
要
因
を
踏
ま
え
て

決
定
さ
れ
ま
す
。
状
況
に
よ
り
値
下

げ
に
応
じ
消
費
者
を
納
得
さ
せ
る
価

格
に
調
整
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
や
競
争

力
を
落
と
す
こ
と
な
く
価
格
を
維
持

さ
せ
る
こ
と
も
価
格
戦
略
の
一
つ
で

す
。

⑶

　販
売
促
進（Prom

otion

）

　
３
つ
目
の
P
の
「Prom

otion

」
は

広
告
宣
伝
戦
略
で
す
。
こ
れ
は
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
を
高
め
、
需
要

を
促
進
さ
せ
購
買
に
繋
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

店
頭
看
板
、
営
業
の
直
接
販
売
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、

S
N
S
を
通
じ
て
製
品
の
特
長
や

利
点
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
消
費

者
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。
大
き
な
影

響
を
与
え
る
要
素
で
あ
る
た
め
適
切

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
立
案
す

る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。

⑷

　流
通（Place

）

　
４
つ
目
の
P
の
「Place

」
は
流
通

戦
略
で
す
。「
チ
ャ
ネ
ル
戦
略
」
と
も

用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

二
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
の

４
つ
の「
P
」

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
は
、

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
が

１
９
６
０
年
に
発
表
し
た
「
ベ
ー
シ

ッ
ク
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
で
提
唱

し
た
４
P
を
中
心
と
し
た
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
要
素
で
す
。

　
４
P
と
は
、
製
品
（Product

）、

価
格（Price

）、
販
売
促
進（Prom

o-
tion

）、
流
通
（Place

）
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
企
業
は
顧
客
に

合
っ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

競
合
他
社
と
の
差
別
化
を
図
り
市
場

で
の
競
争
力
を
高
め
ら
れ
る
の
で
す
。

⑴

　製
品（Product
）

　
１
つ
目
の
P
で
あ
る
「Product

」

は
、
製
品
戦
略
で
す
。
企
業
が
ど
の

よ
う
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
か
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
な

ど
に
つ
い
て
考
え
る
要
素
で
す
。
具

体
的
に
は
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、

品
質
、
デ
ザ
イ
ン
、
顧
客
に
対
す
る

保
証
や
サ
ポ
ー
ト
の
有
無
な
ど
が
含

ま
れ
ま
す
。

⑵

　価
格（Price

）

　
２
つ
目
の
P
の
「Price

」
は
価
格

一
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
と
は

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
と
は
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
お
い
て
望

ま
し
い
反
応
を
市
場
か
ら
引
き
出
す

た
め
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
要
素
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
を
理
解
す
る
こ
と

は
市
場
で
の
競
争
力
を
高
め
様
々
な

戦
略
を
考
案
で
き
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
流
れ
と
し
て

は
、
市
場
調
査
・
分
析
↓
戦
略
立
案

↓
実
行
と
い
う
順
序
で
行
わ
れ
ま
す

が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
は

戦
略
立
案
の
終
盤
で
必
要
と
な
り
ま

す
。
自
社
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で

あ
る
顧
客
が
、
必
要
な
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
必
要
な
時
に
適
切
な
場
所
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
分
析
し

ま
す
。
市
場
へ
の
流
通
チ
ャ
ネ
ル
が

な
け
れ
ば
顧
客
へ
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

は
届
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
販
売
方
法
、

販
売
エ
リ
ア
な
ど
効
率
的
か
つ
効
果

的
に
消
費
者
に
届
け
る
方
法
を
考
慮

し
最
適
化
を
行
い
ま
す
。

三
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
の

４
つ
の
C

　
４
つ
の
P
が
戦
略
を
実
施
す
る
側

で
あ
る
企
業
側
の
目
線
で
あ
る
の
に

対
し
、
顧
客
側
の
目
線
で
分
析
し
た

の
が「
４
つ
の
C
」で
す（
次
頁
図
参

照
）。

⑴

　価
値（C

ustom
er Value

）

　
１
つ
目
の
C
で
あ
る
価
値
（Cus-

tom
er V

alue

）は
、製
品（Product

）

と
対
に
な
る
要
素
で
す
。

　
企
業
が
提
供
す
る
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
そ
の
も
の
の
価
値
だ
け
で
な
く
、

顧
客
視
点
で
欲
し
い
と
思
わ
せ
る
ニ

ー
ズ
を
捉
え
、
購
入
後
に
得
ら
れ
る

満
足
度
の
向
上
や
リ
ピ
ー
ト
購
入
を

促
進
す
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

マーケティング
ミックス　　　



3─9月号

り
ま
す
。
企
業
が
想
定
し
て
い
な
か

っ
た
顧
客
側
の
ニ
ー
ズ
を
い
ち
早
く

調
査
・
分
析
し
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す

る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
う
ま
く
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
が
活
用
さ

れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
②  

　

S
T
P
分
析
と
の
整
合
性

　
適
切
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ミ
ッ
ク

ス
を
立
案
す
る
た
め
に
は
そ
も
そ
も

タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を

明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
S
T
P
分
析
が
役
立
ち
ま

す
。
S
T
P
分
析
と
は
、
S
（Seg-

m
entation

）
市
場
を
細
分
化
、
T

（T
argeting

）
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
市

場
を
決
定
、
P
（Positioning

）
市
場

に
お
け
る
自
社
の
立
ち
位
置
、
の
３

つ
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
S
T
P
分

析
を
す
る
こ
と
で
市
場
の
ニ
ー
ズ
を

整
理
し
自
社
の
強
み
、
弱
み
を
把
握

で
き
ま
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ミ
ッ

ク
ス
は
具
体
的
戦
術
を
決
め
る
た
め

の
施
策
で
あ
り
、
前
段
階
の
基
本
戦

略
や
市
場
分
析
な
ど
S
T
P
に
基
づ

く
立
案
が
成
り
立
っ
て
こ
そ
の
も
の

で
す
。

　
S
T
P
分
析
の
内
容
と
ズ
レ
が
生

じ
た
場
合
、
顧
客
と
ニ
ー
ズ
が
合
っ

て
い
な
い
、
価
格
が
高
す
ぎ
て
手
が

⑵

　費
用（C

ost

）

　
２
つ
目
の
C
で
あ
る
費
用（Cost

）

は
、
価
格
（Price

）
と
対
に
な
る
要

素
で
顧
客
が
支
払
う
費
用
（Cost

）

で
す
。
購
入
に
必
要
な
費
用
だ
け
で

な
く
顧
客
が
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購

入
す
る
た
め
に
掛
か
っ
た
労
力
や
コ

ス
ト
を
負
担
す
る
必
要
が
あ
る
か
を

理
解
し
、
そ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
顧
客
に
と
っ
て
魅
力
的
な
販
売

方
法
や
販
売
価
格
、
支
払
方
法
を
検

討
し
ま
す
。

⑶

　コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（C

om
-

m
unication

）

　
３
つ
目
の
C
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
、
販
売
促
進
（Prom

o-
tion

）
と
対
に
な
っ
て
お
り
、
ま
さ

に
顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

そ
の
も
の
で
す
。
一
方
的
な
宣
伝
や

情
報
提
供
だ
け
で
な
く
お
客
様
相
談

窓
口
を
設
け
た
り
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
問
い
合
わ
せ
用
の
ペ
ー
ジ
を

設
け
た
り
す
る
こ
と
で
顧
客
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
や
ク
レ
ー
ム
を
含
む
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

⑷

　利
便
性（C

onvenience

）

　
４
つ
目
の
C
で
あ
る
利
便
性

（Convenience

）は
、
流
通（Place

）

に
対
す
る
も
の
で
、
顧
客
に
と
っ
て

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
程
度
簡
単

に
利
用
で
き
る
か
を
示
し
ま
す
。
ど

ん
な
に
魅
力
的
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

で
も
入
手
困
難
で
は
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。
い
か
に
入
手
し
や
す
い
流
通

経
路
や
販
売
方
法
を
取
る
か
を
考
え

ま
す
。

四
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
を

成
功
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト
①  

　
４
P
と
４
C
両
方
を
活
用
す
る

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
の
４

P
と
４
C
は
企
業
側
と
顧
客
側
双
方

の
視
点
で
み
た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

特
徴
を
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

出
な
い
な
ど
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
効
果

が
薄
れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
③  

　
各
要
素
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

　
た
と
え
ば
、
限
定
グ
ッ
ズ
を
大
量

に
用
意
し
た
ら
在
庫
が
余
り
限
定
の

あ
り
が
た
み
が
薄
れ
顧
客
の
購
買
熱

を
刺
激
で
き
ま
せ
ん
。
限
定
性
や
貴

重
性
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
仕
掛
け

る
な
ら
流
通
も
制
限
す
る
な
ど
バ
ラ

ン
ス
を
取
る
べ
き
で
す
。
つ
ま
り
、

各
要
素
の
バ
ラ
ン
ス
や
相
乗
効
果
を

狙
え
て
い
る
か
を
意
識
す
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
④  

　
競
合
他
社
と
比
較
す
る

　
自
社
と
競
合
他
社
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
を
照
ら
し
合
わ
せ
比

較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
差
別
化
を
は

か
る
こ
と
が
勝
ち
筋
と
な
り
ま
す
。

五
　
ま
と
め

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
は
業

種
を
問
わ
ず
取
り
入
れ
ら
れ
る
考
え

方
で
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け

る
各
要
素
を
見
直
し
、
顧
客
側
企
業

側
双
方
の
視
点
で
具
体
的
戦
略
を
練

り
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

４つのP ４つのC
製品
Product －－ 価値

Customer Value

価格
Price －－ 費用

Cost 

販売促進
Promotion －－ コミュニケーション

Communicaiton

流通
Place －－ 利便性

Convenience
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先
端
設
備
等
導
入
計
画
は
、
中
小

企
業
等
経
営
強
化
法
に
規
定
さ
れ

た
、
中
小
企
業
者
が
設
備
投
資
を
通

じ
て
労
働
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た

め
の
計
画
で
す
。

　
令
和
５
年
度
の
税
制
改
正
で
は
、

今
年
４
月
１
日
以
降
に
市
区
町
村
の

認
定
を
受
け
た
先
端
設
備
等
導
入
計

画
に
記
載
さ
れ
た
一
定
の
機
械
装
置

等
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
が
軽
減
さ
れ
る
措
置
が
新
た

に
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

一

　先
端
設
備
等
導
入
計
画

　
先
端
設
備
等
導
入
計
画
は
、
前
述

の
と
お
り
、
設
備
投
資
を
通
し
て
中

小
企
業
の
労
働
生
産
性
の
向
上
を
図

る
た
め
の
計
画
で
す
。
認
定
を
受
け

ら
れ
る
中
小
企
業
者
は
、
中
小
企
業

等
経
営
強
化
法
に
規
定
さ
れ
る
中
小

企
業
者
で
す
（
左
表
参
照
）。
複
数

の
事
業
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
の
場

合
は
、
主
た
る
事
業
に
該
当
す
る
業

種
で
判
断
し
ま
す
。

　
先
端
設
備
等
導
入
計
画
は
、
中
小

企
業
者
が
３
年
間
か
ら
５
年
間
の
一

定
期
間
内
に
、
労
働
生
産
性
（
※
）

を
基
準
年
度
と
比
べ
て
年
平
均
３
％

以
上
向
上
さ
せ
る
た
め
に
先
端
設
備

等
を
導
入
す
る
こ
と
を
策
定
し
た
計

画
で
す
。
そ
の
先
端
設
備
等
導
入
計

画
が
、
導
入
す
る
設
備
が
所
在
す
る

市
区
町
村
の
導
入
促
進
基
本
計
画
に

適
合
す
る
場
合
に
、
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
先
端
設
備
等
と
は
、
労
働
生
産
性

の
向
上
に
必
要
な
生
産
や
販
売
活
動

な
ど
に
直
接
供
さ
れ
る
、機
械
装
置
・

測
定
工
具
及
び
検
査
工
具
・
器
具
備

品
・
建
物
附
属
設
備
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
で
す
。

二

　制
度
活
用
の
流
れ

　
導
入
促
進
基
本
計
画
は
、
市
区
町

村
に
よ
っ
て
策
定
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
と
、
策
定
を
し
て
い
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
区
町
村
に
よ

っ
て
、
策
定
し
て
い
る
導
入
促
進
基

本
計
画
は
異
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
、
ま
ず

新
た
に
導
入
す
る
設
備
を
設
置
す
る

市
区
町
村
が
策
定
し
て
い
る
導
入
促

進
基
本
計
画
の
内
容
と
、
そ
の
導
入

促
進
基
本
計
画
が
国
か
ら
の
同
意
を

受
け
て
い
る
か
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

　
先
端
設
備
等
導
入
計
画
は
、
既
に

取
得
し
た
設
備
を
対
象
と
す
る
計
画

は
認
定
さ
れ
ま
せ
ん
。
認
定
を
受
け

る
た
め
に
は
、
対
象
と
な
る
設
備
を

取
得
す
る
前
に
、
先
端
設
備
等
導
入

計
画
の
策
定
と
認
定
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
対
象
と
な
る
設
備
を
設
置

す
る
市
区
町
村
の
導
入
促
進
基
本
計

画
の
内
容
に
沿
っ
て
作
成
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
作
成
し
た
先
端
設
備

等
導
入
計
画
は
、
認
定
経
営
革
新
等

支
援
機
関
の
確
認
を
受
け
て
か
ら
、

表　認定を受けられる中小企業者の規模

業種分類 資本金の額又は
出資の総額　　

常時使用する
従業員の数　

製造業その他 ３億円以下 300 人以下
卸売業 １億円以下 100 人以下
小売業 ５千万円以下 050 人以下

サービス業 ５千万円以下 100 人以下
政
令
指
定
業
種

ゴム製品製造業 ３億円以下 900 人以下

ソフトウェア業又は
情報処理サービス業 ３億円以下 300 人以下

旅館業 ５千万円以下 200 人以下

※　労働生産性とは

労働生産性 ＝
営業利益＋人件費＋減価償却費（注１）

労働投入量（注２）
（注１）会計上の減価償却費
（注２）労働者数又は労働者数×1人当たり年間就業時間

先端設備等導入計画の認定フロー

市区町村

計画申請

計画認定

認定経営革新等
支援機関

事前確認

事前
確認書発行

中
小
企
業
者

先
端
設
備
等

導
入
計
画

先端設備等導入計画
と

優遇税制
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市
区
町
村
に
申
請
を
行
い
ま
す
。

　
申
請
し
た
計
画
が
認
定
を
受
け
た

場
合
、
市
区
町
村
長
か
ら
認
定
書
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
認
定
を

受
け
た
先
端
設
備
等
導
入
計
画
を
開

始
し
、
生
産
性
の
向
上
や
賃
上
げ
の

取
り
組
み
を
実
行
し
ま
す
。

三

　固
定
資
産
税
の
特
例
措
置

　
先
端
設
備
等
導
入
計
画
の
認
定
を

受
け
た
中
小
企
業
者
の
う
ち
、
一
定

の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
、
固

定
資
産
税
の
特
例
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
特
例
措
置
の
適
用
対
象
は
、
資
本

金
１
億
円
以
下
の
法
人
と
従
業
員
数

１
０
０
０
人
以
下
の
個
人
事
業
主
な

ど
の
う
ち
、
先
端
設
備
等
導
入
計
画

の
認
定
を
受
け
た
者
で
す
。
な
お
、

大
企
業
の
子
会
社
等
は
対
象
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
特
例
の
対
象
と
な
る
設
備
は
、
認

定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
の
確
認
を

受
け
た
投
資
利
益
率
５
％
以
上
の
投

資
計
画
に
記
載
さ
れ
た
、
①
１
６
０

万
円
以
上
の
機
械
装
置
、
②
30
万
円

以
上
の
測
定
工
具
及
び
検
査
工
具
、

③
30
万
円
以
上
の
器
具
備
品
、
④

60
万
円
以
上
の
建
物
附
属
設
備
で
、

生
産
や
販
売
活
動
な
ど
の
用
に
直
接

供
さ
れ
る
新
品
の
資
産
で
す
。

　
た
だ
し
対
象
と
な
る
設
備
は
、
市

区
町
村
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
建
物
附
属
設
備
に
つ

い
て
は
、
家
屋
と
一
体
と
な
っ
て
効

用
を
果
た
す
も
の
は
除
か
れ
ま
す
。

　
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
対
象
と

な
る
設
備
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
が
３
年
間
、
２
分
の
１
に
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
賃
上
げ
方
針
を
計
画
に

位
置
付
け
て
従
業
員
に
表
明
・
確
認

を
受
け
た
場
合
は
、
①
令
和
６
年
３

月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た
設
備
に
つ

い
て
は
５
年
間
、
②
令
和
７
年
３
月

31
日
ま
で
に
取
得
し
た
設
備
に
つ
い

て
は
４
年
間
、
課
税
標
準
が
３
分
の

１
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、
労
働

生
産
性
の
現
状
値
と
目
標
値
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
創
業

間
も
な
い
企
業
に
つ
い
て
は
、
認
定

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た

だ
し
１
事
業
年
度
の
実
績
が
な
い
場

合
で
も
、
労
働
生
産
性
を
構
成
す
る

数
値
が
把
握
で
き
、
現
状
値
を
算
出

で
き
る
場
合
は
、
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
創
設
さ
れ
た
固
定
資

産
税
の
特
例
措
置
は
、
平
成
30
年
度

税
制
改
正
で
創
設
さ
れ
た
生
産
性
革

命
実
現
に
向
け
た
固
定
資
産
税
の
特

例
措
置
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
特
例

措
置
に
な
り
ま
す
。
生
産
性
革
命
実

現
に
向
け
た
固
定
資
産
税
の
特
例
措

置
は
令
和
5
年
3
月
31
日
ま
で
に
計

画
の
認
定
を
受
け
、
設
備
を
取
得
し

た
も
の
が
対
象
で
す
。

四

　固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
の

注
意
点

　
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
は
、
既

存
の
設
備
の
修
繕
な
ど
を
行
う
場
合

は
、
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た

既
存
の
設
備
に
資
本
的
支
出
を
行
っ

た
場
合
も
、
原
則
と
し
て「
取
得
等
」

に
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
資
本
的
支
出
の

内
容
が
、
実
質
的
に
新
た
な
資
産
を

取
得
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

特
例
措
置
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
設
備
の
取
得
価
額
は
、
購
入
対
価

や
引
取
運
賃
な
ど
の
付
随
費
用
、
据

付
費
な
ど
そ
の
設
備
を
事
業
供
用
す

る
た
め
に
直
接
要
し
た
費
用
な
ど
、

減
価
償
却
資
産
と
し
て
計
上
さ
れ
る

も
の
の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。
消
費

税
額
を
含
め
る
か
否
か
は
、
そ
の
事

業
者
の
経
理
方
法
に
よ
り
ま
す
。

　
取
得
価
額
に
つ
い
て
は
、
通
常
一

単
位
と
し
て
取
り
引
き
さ
れ
る
単
位

ご
と
に
判
定
し
ま
す
。
た
だ
し
、個
々

の
機
械
装
置
の
本
体
と
同
時
に
設
置

す
る
附
属
機
器
で
本
体
と
一
体
と
な

っ
て
使
用
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

そ
の
附
属
機
器
を
含
め
た
と
こ
ろ
に

よ
り
取
得
価
額
を
判
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
個
々
の
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
は
、
設
備
を
設
置
す
る
市
区
町
村

（
東
京
都
特
別
区
の
場
合
は
東
京
都
）

に
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
同
じ
償
却
資
産
で
２
以
上
の
固
定

資
産
税
の
特
例
措
置
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
特
別
償
却
や
税

額
控
除
と
い
っ
た
税
制
措
置
と
は
重

複
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
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　病
気
に
対
す
る
診
断
技
術
や
治
療

方
法
の
進
歩
で
、
以
前
で
あ
れ
ば
長

期
間
の
治
療
に
専
念
す
る
こ
と
が
必

要
だ
っ
た
り
、
治
療
に
よ
る
副
作
用

で
体
力
的
に
働
く
こ
と
が
で
き
ず
仕

事
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
方
が
、

一
定
の
配
慮
や
工
夫
を
す
れ
ば
、
治

療
を
受
け
な
が
ら
仕
事
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　高
齢
化
の
進
行
に
伴
っ
て
、
今
後

は
職
場
に
お
い
て
も
労
働
力
の
高
齢

化
が
進
む
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中

で
、
事
業
場
に
お
い
て
疾
病
を
抱
え

た
労
働
者
の
治
療
と
仕
事
の
両
立
へ

の
対
応
が
必
要
と
な
る
場
面
は
さ
ら

に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　今
回
は
、
厚
生
労
働
省
が
ま
と
め

た
「
事
業
場
に
お
け
る
治
療
と
仕
事

の
両
立
支
援
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
基
に
、
企
業
が
実
施
す
る「
治

療
と
仕
事
の
両
立
支
援
」
に
関
し
、

進
め
方
や
留
意
点
な
ど
を
ご
説
明
し

ま
す
。

　な
お
、
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援

を
進
め
る
際
は
、
厚
生
労
働
省
が
開

設
し
て
い
る
サ
イ
ト
「
治
療
と
仕
事

の
両
立
支
援
ナ
ビ
」
に
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
主
治
医
と
連
絡
を
す
る
際
の
様

式
例
、
取
組
事
例
な
ど
各
種
の
情
報

が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち

ら
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

一

　留
意
事
項  

㈠
　
安
全
と
健
康
の
確
保

　就
労
に
よ
っ
て
、
疾
病
の
増
悪
、

再
発
や
労
働
災
害
が
生
じ
な
い
よ

う
、
就
業
場
所
の
変
更
、
作
業
の
転

換
、
労
働
時
間
の
短
縮
、
深
夜
業
の

回
数
の
減
少
等
の
適
切
な
就
業
上
の

措
置
や
治
療
に
対
す
る
配
慮
を
行
い

な
が
ら
進
め
て
い
く
と
よ
い
で
し
ょ

う
。

㈡
　
労
働
者
本
人
に
よ
る
取
組

　疾
病
を
抱
え
る
労
働
者
本
人
が
、

主
治
医
の
指
示
等
に
基
づ
き
、
治
療

を
受
け
る
こ
と
、
服
薬
す
る
こ
と
、

適
切
な
生
活
習
慣
を
守
る
こ
と
等
、

治
療
や
疾
病
の
増
悪
防
止
に
つ
い
て

適
切
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

㈢
　
労
働
者
本
人
の
申
出

　労
働
者
本
人
か
ら
支
援
を
求
め
る

申
出
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
取
り
組
む
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま

す
。
本
人
か
ら
の
申
出
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
よ
う
、
事
業
場
内
ル
ー
ル
の

作
成
と
周
知
、
労
働
者
や
管
理
職
等

に
対
す
る
研
修
に
よ
る
意
識
啓
発
、

相
談
窓
口
や
情
報
の
取
扱
方
法
の
明

確
化
な
ど
、
申
出
が
行
い
や
す
い
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

㈣
　
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
特

徴
を
踏
ま
え
た
対
応

　対
象
者
は
、
入
院
や
通
院
、
療
養

の
た
め
の
時
間
の
確
保
等
が
必
要
に

な
る
だ
け
で
な
く
、
疾
病
の
症
状
や

治
療
の
副
作
用
、
障
害
等
に
よ
っ
て
、

労
働
者
自
身
の
業
務
遂
行
能
力
が
一

時
的
に
低
下
す
る
場
合
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
労
働
者
本
人
の

健
康
状
態
や
業
務
遂
行
能
力
も
踏
ま

え
た
就
業
上
の
措
置
等
が
必
要
で

す
。

㈤
　
特
性
に
応
じ
た
配
慮

　症
状
や
治
療
方
法
な
ど
は
個
人
ご

と
に
大
き
く
異
な
る
た
め
、
個
人
ご

と
に
取
る
べ
き
対
応
や
そ
の
時
期
等

は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
個
別
事
例

の
特
性
に
応
じ
た
配
慮
が
必
要
で

す
。

㈥
　
対
象
者
、
対
応
方
法
の
明
確
化

　事
業
場
の
状
況
に
応
じ
て
、
事
業

場
内
ル
ー
ル
を
労
使
の
理
解
を
得
て

制
定
す
る
な
ど
、
治
療
と
仕
事
の
両

立
支
援
の
対
象
者
、
対
応
方
法
等
を

明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

㈦
　
個
人
情
報
の
保
護

　症
状
、
治
療
の
状
況
等
の
疾
病
に

関
す
る
情
報
は
機
微
な
個
人
情
報
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
労
働
安
全
衛
生
法

に
基
づ
く
健
康
診
断
に
お
い
て
把
握

し
た
場
合
を
除
き
、
事
業
者
が
本
人

の
同
意
な
く
取
得
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。　ま

た
、
取
り
扱
う
者
の
範
囲
や
第

三
者
へ
の
漏
洩
の
防
止
も
含
め
た
適

切
な
情
報
管
理
体
制
の
整
備
も
行
い

ま
し
ょ
う
。

㈧
　
関
係
者
間
の
連
携

　治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
を
行
う

に
当
た
っ
て
は
、
次
の
関
係
者
が
連

携
す
る
こ
と
で
、
症
状
や
業
務
内
容

に
応
じ
た
適
切
な
両
立
支
援
の
実
施

〜 
厚
労
省
の「
事
業
場
に
お
け
る
治
療
と
仕
事
の

両
立
支
援
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」よ
り
〜

治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
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が
可
能
と
な
り
ま
す
。

①

　事
業
場
の
関
係
者
（
事
業
者
、

人
事
労
務
担
当
者
、
上
司
・
同
僚
、

産
業
医
な
ど
）

②

　医
療
機
関
関
係
者
（
医
師
、
看

護
師
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

な
ど
）

③

　地
域
で
事
業
者
や
労
働
者
を
支

援
す
る
関
係
機
関
・
関
係
者
（
産

業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

二

　両
立
支
援
の
準
備  

　治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
を
行
う

た
め
に
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま
し
い

準
備
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

㈠
　
基
本
方
針
等
の
表
明
と
周
知

　両
立
支
援
に
取
り
組
む
に
当
た
っ

て
の
基
本
方
針
や
具
体
的
な
対
応
方

法
等
の
事
業
場
内
ル
ー
ル
を
作
成

し
、
全
て
の
労
働
者
に
周
知
し
ま

し
ょ
う
。
両
立
支
援
の
必
要
性
や
意

義
を
共
有
し
、
治
療
と
仕
事
の
両
立

を
実
現
し
や
す
い
職
場
風
土
を
醸
成

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

㈡
　
研
修
等
に
よ
る
意
識
啓
発

　両
立
支
援
を
円
滑
に
実
施
す
る
た

め
、
当
事
者
や
そ
の
同
僚
と
な
り
得

る
全
て
の
労
働
者
、
管
理
職
に
対
し

て
、
治
療
と
仕
事
の
両
立
に
関
す
る

研
修
等
を
通
じ
た
意
識
啓
発
を
行
い

ま
す
。

㈢
　
相
談
窓
口
等
の
明
確
化

　治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
は
、
労

働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
健
康
診
断

に
お
い
て
把
握
し
た
場
合
を
除
い
て

は
、
労
働
者
か
ら
の
申
出
を
原
則
と

す
る
こ
と
か
ら
、
労
働
者
が
安
心
し

て
相
談
・
申
出
を
行
え
る
よ
う
、
相

談
窓
口
、
申
出
が
行
わ
れ
た
場
合
の

情
報
の
取
扱
い
等
を
明
確
に
し
ま

し
ょ
う
。

㈣
　
制
度
・
体
制
等
の
整
備

　制
度
・
体
制
等
の
整
備
例
と
し
て

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①

　休
暇
制
度
、
勤
務
制
度
の
整
備

・
時
間
単
位
の
年
次
有
給
休
暇

・
傷
病
休
暇
、
病
気
休
暇

・
時
差
出
勤
制
度

・
短
時
間
勤
務
制
度

・
在
宅
勤
務

・
試
し
出
勤
制
度

　

②

　労
働
者
か
ら
支
援
を
求
め
る
申

出
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
手
順
、

関
係
者
の
役
割
の
整
理

　
　関
係
者
の
役
割
と
対
応
手
順
を

あ
ら
か
じ
め
整
理
し
て
お
く
こ
と

が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

③

　関
係
者
間
の
円
滑
な
情
報
共
有

の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

　
　就
業
継
続
の
可
否
、
必
要
な
就

業
上
の
措
置
及
び
治
療
に
対
す
る

配
慮
に
関
し
て
は
、
治
療
の
状
況

や
心
身
の
状
態
、
就
業
の
状
況
等

を
踏
ま
え
て
主
治
医
や
産
業
医
等

の
医
師
の
意
見
を
求
め
、
そ
の
意

見
に
基
づ
い
て
対
応
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

④

　両
立
支
援
に
関
す
る
制
度
や
体

制
の
実
効
性
の
確
保

　
　制
度
周
知
や
研
修
等
を
行
い
な

が
ら
実
効
性
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

⑤

　労
使
等
の
協
力

　
　衛
生
委
員
会
等
で
調
査
審
議
す

る
な
ど
、
労
使
や
産
業
保
健
ス

タ
ッ
フ
が
連
携
し
、
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
す
。

三

　支
援
の
進
め
方  

　治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
に
お
い

て
、望
ま
し
い
と
さ
れ
る
進
め
方
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

㈠
　
労
働
者
か
ら
の
情
報
提
供

　両
立
支
援
を
必
要
と
す
る
労
働
者

が
、
支
援
に
必
要
な
情
報
を
収
集
し

て
事
業
者
に
提
出
し
ま
す
。

　労
働
者
か
ら
の
情
報
が
不
十
分
な

場
合
、
産
業
医
等
又
は
人
事
労
務
担

当
者
等
が
、
労
働
者
の
同
意
を
得
た

上
で
主
治
医
か
ら
情
報
収
集
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

㈡
　
産
業
医
等
の
意
見
聴
取

　事
業
者
が
、
産
業
医
等
に
対
し
て

収
集
し
た
情
報
を
提
供
し
、
就
業
継

続
の
可
否
、
就
業
上
の
措
置
及
び
治

療
に
対
す
る
配
慮
に
関
す
る
産
業
医

等
の
意
見
を
聴
取
し
ま
す
。

㈢
　
就
業
継
続
可
否
の
判
断

　事
業
者
が
、
主
治
医
及
び
産
業
医

等
の
意
見
を
勘
案
し
、
就
業
継
続
の

可
否
を
判
断
し
ま
す
。

㈣
　
就
業
上
の
措
置
等
の
実
施

　事
業
者
が
、
労
働
者
の
就
業
継
続

を
可
能
と
判
断
し
た
場
合
、
就
業
上

の
措
置
及
び
治
療
に
対
す
る
配
慮
の

内
容
・
実
施
時
期
等
を
検
討
・
決
定

し
て
、
実
施
し
ま
す
。

㈤
　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等

　事
業
者
が
、
労
働
者
の
長
期
休
業

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、
休
業
開

始
前
の
対
応
や
休
業
中
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
う
と
と
も
に
、
主
治
医

や
産
業
医
等
の
意
見
、
本
人
の
意

向
、
復
帰
予
定
の
部
署
の
意
見
等
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
職
場
復
帰
の
可

否
を
判
断
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
職

場
復
帰
後
の
就
業
上
の
措
置
及
び
治

療
に
対
す
る
配
慮
の
内
容
・
実
施
事

項
等
を
事
業
者
が
検
討
・
決
定
し
て
、

実
施
し
ま
す
。
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　仕事を成功させる一番必要な能力は、頭
の回転の良さでしょうか。勿論、頭の良さ、
記憶力の良さは大事ですが、より重要なの
は人柄、つまり、“対人関係能力に優れて
いるか”だと言われています。頭の良さを
測る指標としては「IQ（知能指数）」が広く
知られています。IQが高い人は高学歴で
ビジネスにも成功しているイメージですが、
必ずしもそうではないようです。「何か別
の要因があるのでは？」と1990年代にア
メリカで2人の学者が研究をはじめ、「EQ」
が生まれました。EQとは、Emotinal in-
telligence Quotientの頭文字で「心の知能
指数」と呼ばれています。
　近年、EQの考え方がビジネスにおいて
重要であると位置づけられています。職場
での自分のモチベーションを高め、同僚や
上司等と円滑なコミュニケーションを図る
にはどうすればよいかなど、企業研修にも

取り入れられ注目されています。
　EQは4つの能力に分類され、専用のテ
ストで数値化でき全てがバランスよく高い
ことが理想的とされています。EQは遺伝
などの先天的要素が少なく、訓練や学習に
よって高めることができます。
①　感情の「識別」：自分と相手の感情の
種類を判別できる力
②　感情の「利用」：目標や課題を解決す
るために感情を切り替えることを指しま
す。
③　感情の「理解」：自分の感情の原因を
分析し言葉で説明できること。
④　感情の「調整」：①～③の能力を基に
状況や目的に合わせて行動を変える力。
　EQを高めることは、自分の感情をコン
トロールし冷静さを保つことで周囲に好印
象を与え自分の能力を発揮するための近道
です。EQは、日頃から相手の感情に傾聴
し寄り添い、相手への敬意は欠かせません。
変化の激しいAI時代にこそ、求められる
能力といえます。

こころの知能指数「EQ」

　コロナ禍では、事業再構築補助金などに
より、本業とは業態を変えた業種に転換さ
せることを加速させました。ミクストラン
もその一つと言えるでしょう。
　ミクストランとは、「ミックス」と「レス
トラン」を組み合わせた造語で、複合型飲
食店のことです。TSUTAYAとスターバッ
クスの複合店は以前からあり、先駆者的な
存在です。“飲食店×異業種”で生まれる
付加価値は非常に大きく、集客を単体で目
指そうとすると難しいですが、異業種を併
設することで相乗効果が生まれ集客力が
アップするなど、経営側のメリットもあり
ます。“コインランドリー×カフェ”や“釣
り堀×居酒屋”など様々なミクストランが
登場し、交わらなかった異業種が同じ場所
で営業することにより、待ち時間の時短や
効率化、新しいコミュニティーが生まれる
など、単体のときよりも営業自体のアイデ
アがぐっと広がります。
　今後、このムーブメントは注目です。

ミクストラン　
９
月
は
お
彼
岸
で
す
ね
。
お
彼
岸

の
定
番
と
言
え
ば
、
あ
ん
こ
で
包
ん

だ
和
菓
子「
お
は
ぎ
」、「
ぼ
た
も
ち
」

を
い
た
だ
く
と
魔
除
け
厄
除
け
効
果

が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
お
は
ぎ
と
ぼ
た
も
ち
、
見
た
目
は

そ
っ
く
り
な
和
菓
子
で
す
が
違
い
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
お
は
ぎ
は
、
萩
の
咲
く
秋
の
彼
岸

に
食
べ
る
物
で
あ
る
か
ら
「
お
萩
」

と
書
か
れ
ま
す
。
萩
の
花
に
似
た
形

の
小
豆
は
秋
に
収
穫
さ
れ
皮
が
柔
ら

か
い
た
め
粒
あ
ん
が
使
わ
れ
る
こ
と

が
主
流
で
す
。

　
一
方
、
ぼ
た
も
ち
は
、
牡
丹
の
咲

く
春
の
彼
岸
に
食
べ
る
物
で
「
牡
丹

餅
」
と
書
き
ま
す
。
小
豆
は
冬
の
間

保
管
さ
れ
す
っ
か
り
乾
燥
し
て
皮
が

固
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
こ
し
あ

ん
が
基
本
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
是
非
、
季
節
に
思
を
馳
せ
ほ
っ
と

一
息
！
。

「
お
は
ぎ
」と「
ぼ
た
も
ち
」

発行


